
























































































































































後述するように三河と解される。一方、題詞に作者名が見えるニ「隠」 、ホ「圓方」は、三重県と比定されている。　「引馬野」は、近年の諸注釈書にも「所在未詳」とされるが、ほとんど以下のいずれかの地 比定されている。一つは、三河国、現在の愛知県豊川市御津町御馬付近、引馬神社のあたりとする説（八） 。もう一つは、遠江国、現在の静岡県浜松市曳馬町付近とする説（注九）である。　前者については、 『日本書紀』の記事記載の地名、および題詞「三
河国に幸せる時の歌」との齟齬はない。とは え 後者については比定地が遠江国であること、すなわち前掲のように大宝二年の持統太上天皇の三河行幸関係記事に 「遠江国」の記載がないことが難点である。しかし、夙に、賀茂真淵が『万葉考別記』で、


































































































































































































































県西尾市幡豆町、吉良町付近と考えられる。　「笠縫の島」も所在未詳だが、少なくとも「四極山」から望み得る島であることは動くまい（注十四） 。　トの「二見の道は」 、 「三河なる二見の道」と詠まれることから、
三河の地名であることは動かない。 「二見」 というその名、 および 「二見の道ゆ分かれぬる」と詠まれることから、岐路をいうものと解される。ゆえに、愛知県豊川市御油町と同市国府町との境にあり 東海道の本道（南寄り海沿い）と、浜名湖の今切 険を避け ため静岡県との境の本坂峠を越えて浜名湖沿岸を行く姫街道 が分かれる
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二五
100
花井しおり
　
人間環境大学教授（日本古典文学）
十三
　
注十二の佐藤隆氏前掲論文。
十四
　「笠縫の島」については、 竹尾利夫氏「四極山・笠縫の島」
（ 『東海の万葉歌』おうふう
　
二〇〇〇年）に詳しい。
十五
　
注十二森浩一氏前掲論文、および原秀三郎氏「 『万葉集』
から持統上皇三河行幸を読み解く」 （ 『史料から読み解く三河
　
西尾市岩瀬文庫特別連続講座』笠間書院
　
二〇一二年三月） 。
